
抗菌・抗ウイルスコーティングソリューション

Health Bright Evolution®
ヘルス ブライト エボリューション

・Health Bright Evolutionは、株式会社インフォファームの登録商標です。 ・ナノサイズ：髪の毛の太さの10万分の１程度の大きさ。 ・酸化アルミニウム：酸やアルカリにも強く、物理的な力にも強い。

Health Bright Evolution とは
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噴霧することで得られる６つの効果

抗ウイルス
ウイルスの構成成分（蛋白質・

脂質・核酸など）を酸化分解

ＶＯＣ分解
ホルムアルデヒドなど

ＶＯＣ（揮発性有機化合物）を分解

抗 菌
食中毒の原因とされる大腸菌、

黄色ブドウ球菌など増加を予防

消 臭
酢酸・ギ酸・硫化水素など、

臭いの基となる物質を分解

防カビ
カビの増殖を抑制

防 汚
イオン導電性により

ホコリが付着しにくくなります

Health Bright Evolution の仕組み

Health Bright Evolutionの中に含まれるカリウム・鉄・チタンが

空気中の水や酸素に働きかけ、空気触媒として化学反応を起こし、

菌やウイルスなどの分解反応を促します。Health Bright Evolution

自身は変化しないため複数年の効果が期待できます。

基材への強い定着性

Health Bright Evolutionの有効成分は極微小（ナノ）

サイズで基材に固着しやすく、またHealth Bright

Evolution中のアルミニウム成分が、噴霧面上に強固

で安定した酸化アルミニウムの多孔性の極薄膜を形

成することにより、ラジカル生成に関わる成分を定

着させ保護する役割を担います。

安心・安全・無色透明のミネラル１００％の液体

カリウム（K）・鉄（Fe）・チタン（Ti）が含まれた天然ミネ

ラル100％の無色透明・無臭の液体。Health Bright

Evolutionを壁や扉・什器に噴霧することで、抗菌・抗ウイ

ルス加工にできます。

注）実際の使用空間での実証結果ではありません。すべてのウイルスや菌等に対して効果があるわけではありません。

菌・ウイルスなどの構成物質(蛋白質・脂質・核酸など)を
酸化分解することで活動を抑制
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作業方法

コーティング作業は、認定研修を経た作業者がスプレーガンを用いておこないます。Health Bright Evolution は無色透明のため、

新規什器、既存什器にかかわらず、さまざまな素材に作業可能です。

布 樹脂 メラミン スチール その他

ルミテスターＡＴＰ検査を実施

汚染調査や清潔度調査など衛生管理に利用されている測定方法です。ATP（アデノシン三リン酸）は植物・動物・微生物の細胞

内に存在するエネルギー分子で、食物、細菌、カビなどの微生物に存在し、ATPと試薬が反応して生じた光の量を測定します。

反応
綿棒を本体に戻して押し込み、抽出試薬を

振り落とし、粉末の試薬を溶かす。

サンプリング
ルシパックの綿棒を水道水で濡らして、

検査対象をふき取る。

測定
ルシパックをルミテスターの

測定室に入れて測定。

準備・養生
作業前
ＡＴＰ検査

噴霧作業 乾燥
作業後
ＡＴＰ検査

完了報告

※本測定ではウイルスは検出することはできません。

ルミテスター（ＡＴＰ検査）検証事例

2020年9月17日当社の越中島オフィス5F、6FエリアにHealth Bright Evolutionを

噴霧。作業前、作業後の比較をルミテスターATP検査（汚染物質菌）を用いて行った。

９１％減少

① 6F ミーテ
ング テーブル

９３％減少

② 6F 共用
テーブル

９４％減少

③ 6F 執務
デスク

９０％減少

④ 5F 会議室
ドアノブ

７９％減少

⑤ 6F コピー機
操作パネル

各項目ともにＡＴＰ量の大幅な減少を確認

各種データ

・ルミテスター（測定器）およびルシパックは、キッコーマンバイオケミファ製です。 ・ATP：Adenosine TriPhosphate

大腸菌・黄色ブドウ球菌の培養試験インフルエンザウイルスＡ型(H1N1)不活性化試験

各効果について第三者機関による各種証明書を取得済
※Health Bright Evolutionは、ニチリンケミカル株式会社が販売するセルフィールと同一製品です

本試験データは、ニチリンケミカル株式会社にて取得したデータを使用しています

www.hitachi-systems-fs.co.jp

※本カタログに記載されている会社名、製品名は、それぞれの会社の登録商標、または商標です。

※本カタログに記載されている内容、仕様については、予告なく変更する場合があります。

※本カタログに記載されている製品を輸出する場合には、外国為替および外国貿易法ならびに、米国の輸出管理関連法規などの

規制を御確認の上、必要な手続きをおとりください。なお、ご不明な場合は、当社営業にお問い合わせください。

本社：〒135-0044 東京都江東区越中島3-5-25

販売元

試験機関：一般財団法人日本食品分析センター

Log TCID50/ml

試験機関：一般財団法人日本紡績検査協会


